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施策名 120100 教育施策の総合的な推進

SDGｓ
（関連性のある

GOAL）

４　質の高
い教育をみ

んなに

７　エネル
ギーをみん
なにそして
クリーンに

Ⅰ未来をはぐくむあたたかいまち

基本政策 Ⅰ－２魅力ある学び支援

令和 5年度

基本目標

所管部長 教育委員会事務局長　 所管課長 教育総務課長　

関連所管

施策概要（「基本計画2025」） 施策のアウトカムイメージ

【概要】
社会環境の変化に対応し、21世紀社会を担う子どもたちをはぐ
くむため教育施策を総合的に推進する。
【関係課または区以外の主体が施策実現に果たす役割】
安心・安全で魅力的な学校環境の中で、学校・家庭・地域が連
携して子どもたちを育てる。その中で、21世紀を担う子どもた
ちのたくましく生きる力を教育を通じてはぐくむ。
【主な取り組み】
板橋区教育ビジョン・板橋区教育振興計画の推進、教育委員会
運営など

教育委員会が教育施策にしっかりとコミットし、板橋の
子どもたちが「学校に通いたい」、保護者が「学校に通
わせて良かった」、地域の方が「学校を誇れる」、教員
が「板橋の学校で勤務し続けたい」、区民誰もが「いつ
でも、どこでも学べる」と、それぞれが真に思える、教
育環境が整備された街「教育の板橋」を実現していく。

区分 指標名 単位
令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

施策指標

①
子どもたちがたくましく生きる力が教
育を通してはぐくまれていると感じる
区民の割合

％ ―　 　 27.9

②

―　 　 ⇗　 　 ⇗　 　

達成率(%) ―　 　 ―　 　 ―　 　 ―　 　 令和 7年度

達成率(%)

③
達成率(%)

④
達成率(%)

⑤
達成率(%)

特記事項

隔年実施の区民意識調査の結果を用いているため、Ｒ２年度の実績なし

年　度 単位 令和 2年度 決算 令和 3年度 決算 令和 4年度 予算 令和 4年度 決算 令和 5年度 予算

フルコスト 千円 33,107 33,191 52,841 49,614 36,813

事業費 千円 29,428 29,568 49,216 45,989 33,188

特
定
財
源

国庫支出金 千円 0 0 0

特別区債 千円 0 0

0 0

都支出金 千円 0 0 0 0 0

0

受益者負担 千円 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

0

一般財源 千円 29,428 29,568 49,216 45,989 33,188

その他 千円

人件費合計 千円 3,679 3,623 3,625 3,625 3,625

経費 千円 0 0 0 0 0

フルコストの増減理由

令和４年度：教職員勤怠管理システム導入による増。

施策に関連性のあるSDGsの17のGOALを表記し
ています。

「基本計画2025」における位置づけを示しています。当該施
策が属する基本目標、基本政策を表記しています。

『施策概要』では、「基本計画
2025」で定めた施策の概要や主
な取り組み、区関係課又は区以
外の各主体が施策実現に果たす
役割を記載しています。

『施策のアウトカムイメージ』で
は、施策が目標とする成果や効
果の達成状態を記載しています。

施策の成果や効果の進捗状況を表す代表的な指標
について、年度ごとに数値化し、目標に対する達成割
合も記載しています。

事業費は、財源別（国庫支出金、都支出金、特別区債、
受益者負担、その他、一般財源）に一般会計の決算額、
予算額を年度ごとに記載しています（単位：千円）。

人件費は、当該施策を遂行するために携わった正規職員や再任用
職員の人員に、それぞれの平均人件費単価を乗じて算出しています
（単位：千円）。※退職手当引当金・共済費を含む。

施策評価表の見方



【前回の評価結果への対応状況】

【一次評価】所管部長による評価

【外部評価】行政評価委員会による評価

【二次評価】区の最終評価

施策名 120100 教育施策の総合的な推進

前回の評価内容
評価標語／改善の方向性

前回の評価結果への対応状況
対応状況

[成果の分析] １.施策目標に対する成果（実績値）の推移
評価 概ね順調

平成29年度：29,1%
令和元年度：32.2%
令和 3年度：27,9%

[成果の分析] ２.目標と成果にギャップがある場合の要因

[アウトカムの分析] 最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカムは妥当か
評価 概ね妥当

中間アウトカム「教育環境の改善・充実」は、教育委員会の議論の活性化に寄与するものであり、「教員の資質向上」
は、教育の板橋の実現に資するものであることから、最終アウトカム「学びのまち『教育の板橋』の実現に向けた取組の
推進」を実現するためには、中間アウトカム「教育環境の改善・充実」「教員の資質向上」は必要不可欠である。

[環境変化の分析] 環境変化への対応状況について（社会状況や区民ニーズに対応できたか）
評価 対応済

「超スマート社会（Society5.0）」の到来や「新型コロナウイルス」による社会経済の影響など変化が激しく予測困難な
時代では、主体的に課題を発見し他者と協働しながら解決を図っていくとともに学び続けることが求められている。そこ
で板橋区教育ビジョン２０２５やそのアクションプランである「いたばし学び支援プラン」を策定し、各施策を総合的に
推進することで子どもたちの「これからの社会を生き抜く力」の育成や多様な価値観をもった人々がともに学びその成果
を地域に還元していく「学びの循環」の構築をめざしてきた。

[今後の展開方針] 施策の抱える課題を踏まえ、最終アウトカムの実現に向けて、施策をどう展開していくか

　教育委員会における不登校問題への姿勢として、登校したい子どもたちが、どのようなサポートで登校できるようにな
るのかを考えていくと同時に、子どもたちの学びを止めず、社会的自立を果たすための教育環境整備の充実を図っていく
ことを目指していることがうかがえた。今後も、様々な理由で学校に登校することができない子どもたちについて、板橋
区特有の傾向があるかどうかについても着目しながら、不登校対応に向き合っていただきたい。
　教育施策については、国の指針から大きく方向性を変えることが難しい面はあるものの、板橋区教育ビジョン、いたば
し学び支援プランを踏まえつつ、板橋区コミュニティースクール（iCS）をはじめとした板橋区の個性を出しながら、将
来を担う子どもたちを育む取組を着実に進めていただきたい。

評価評語／改善の方向性

　教育委員会が行う点検・評価や学識経験者の意見・助言を十分に活用しながら、「板橋区教育ビジョン」、「いたばし
学び支援プラン」を着実に推進し、教育施策を総合的に推進していく必要がある。
　また引き続き、不登校問題をはじめとした課題に対応するため、学校、家庭、地域が連携して「教育の板橋」の実現に
向け、教育委員会事務局の各部署が連携しながら教育環境の改善・充実を図ること。

「いたばし学び支援プラン2025」を、教育委員会が行う点検・評価を用い、適切な振り返りを行いながら着実に推進して
いく。
また、現在の課題や、将来のあるべき姿を見据え、次期「教育ビジョン・学び支援プラン」の策定準備を進めていく。

評価評語／改善の方向性

前年度の二次評価結果について、評価標語や改善の方向性、評価内容を
記載しています。

前年度の二次評価結果への対応状況について以下から選択し、その理
由を記載しています。
【対応状況】対応済、一部対応済、検討中、対応困難

『成果の分析』では、施策指標の目標値に対して成果（実績値）が上がっているかどうか
を以下から選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成、未達成

『成果の分析』において、施策指標の成果（実績値）が目標値を下回っている（上回っ
ている）場合の具体的な要因について記載しています。

『アウトカムの分析』では、最終アウトカム（施策目標）を実現するための中間アウトカ
ムは妥当かどうかを以下から選択し、その理由及び評価しています。
【評価標語】妥当、概ね妥当、見直し

『環境変化の分析』では、周辺環境（法改正・社会状況等）の変化への対応状況につ
いて、以下から選択しその理由や具体的内容を記載しています。
【評価標語】対応済、一部対応済、検討中、対応困難

『外部評価』では、行政評価委員会による評価結果について、以下の「評価標
語」及び「改善の方向性」による評価と、委員会所見について記載しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成
【改善の方向性】工夫して継続、目標値・指標の見直し、事業手法の見直し、事
業の廃止

『二次評価』では、所管部長による「一次評価」や行政評価委員会による「外部評価」を踏ま
え、区の最終評価について、「評価標語」及び「改善の方向性」を組合わせて評価しています。
【評価標語】順調、概ね順調、停滞、達成
【改善の方向性】工夫して継続、目標値・指標の見直し、事業手法の見直し、事業の廃止

『今後の展開方針』では、施策の抱える課題を踏まえ、施策が目指している成果（ア
ウトカム）に向けた今後の展開方針を記載しています。


